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　「高浜市まちづくりパートナー」として登録した市民公益活動団
体が、市内全体の利益、または課題の解決となる実行可能なプラ
ンを考え実行に移す「市民予算枠事業（協働推進型）」。６月末まで
の追加提案募集に、別表のとおり１つの事業が新たに提案され、
市民予算枠事業審査委員会による公開審査を経て採択されました。
　市民予算枠事業への事業提案に関する質問・相談は、いつでも
受け付けていますので、気軽に相談してください。

〈別表〉平成26年度市民予算枠事業（協働推進型）追加採択

市民予算枠事業（協働推進型）
平成26年度の新規採択事業のお知らせ

市民予算枠事業（協働推進型）の採択に
係る評定区分表

評定 評　　点 算定基準

Ａ 80点以上 交付対象経費の
10分の10の額

Ｂ 60点以上
80点未満

交付対象経費の
10分の８の額

Ｃ 50点以上
60点未満

交付対象経費の
10分５の額

Ｄ 50点未満 不採択
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平成26年度
事業費

（計画額）
（単位：円）

平成26年度
交付金額

（単位：円）
公開審査
実施日
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次世代を担う
子ども若者の
成長応援事業
【新規】

高
ま ち

浜づくり
市民会議

市民ムービー「タカハマ物語」
製作に込められた想いを次につ
なげるため、第１弾の取組みを
通じて成長した子ども・若者が
今度は教え手側（リーダー役）に
まわり、子ども・若者の輪をさ
らに広げ、自主的に企画し、カ
タチにしていく取組みや大人と
の交流などを通じて、未来に
羽ばたく人財の芽を育んでいく。
また、さまざまな関わりの中か
ら、子どもたちのために汗を流
していこうと活動する地域の大
人を増やすこともめざします。
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